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平成 30 年度重点研究の総合評価結果（事後・中間） 

○事後評価（終了課題）    

課題名 担当機関 研究 
期間 

研究評価委員会の評価結果 総合評価
妥当
性

⽬標
の達
成度

活⽤
の可
能性

評
価 意⾒ 評

価 意⾒ 

⼟壌凍結深制御技
術を応⽤した畑地の
理化学性改善による
⽣産性向上 

◯北⾒農業 
試験場 
⼗勝農業 
試験場 

H27 
-29 b b b B

⼟壌凍結深度の具体
的な制御⼿順を⽰し、
⽣産現場での普及拡
⼤を図ること。 

B 
⼟壌凍結深度の具体
的な制御⼿順を⽰し、
⽣産現場での普及拡
⼤を進めること。 

樹⽊内部⽋陥を⾮破
壊測定する装置の開
発 

◯林業試験場 
⼯業試験場 

H27 
-29 b b b B

道内の街路樹管理の
場⾯において、簡易診
断機および精密診断機
の精度検証を⾏うととも
に、製品化による普及
拡⼤を進めること。 

B 

道内の街路樹管理の
場⾯において、簡易診
断機および精密診断機
の精度検証を⾏うととも
に、製品化による普及
拡⼤を進めること。 

カラマツ中⼤径材⽊に
よる⼼持ち平⾓材の
利⽤拡⼤技術の開発 

◯林産試験場 
北⽅建築 
総合研究所 

H27 
-29 b b b B

製材企業による⽣産が
着実に進むように、必要
となる設備投資の採算
性を⽰し、建築業界を
巻き込んで利⽤促進を
図りながら普及に努める
こと。 

B 

製材企業による⽣産が
着実に進むように、必要
となる設備投資の採算
性を⽰し、建築業界を
巻き込んで利⽤拡⼤を
進めること。 

道産カンバ類の⾼付
加価値⽤途への技術
開発 

◯林産試験場 
林業試験場 

H27 
-29 b b b B

住宅、家具等における
ブランド化や利⽤拡⼤に
向け、戦略的に普及を
進めること。 

B 
住宅、家具等における
ブランド化や利⽤拡⼤に
向け、戦略的に普及を
進めること。 

じゃがいもの⾃動芽取
り・傷み除去システム
の開発 

◯⼯業試験場 H27 
-29 b b a B

⾷品加⼯企業での実
⽤化が着実に進むよう
普及を図ること。併せ
て、さらなる性能の向
上、全⾃動化を検討す
ること。 

B 
⾷品加⼯企業での実
⽤化が着実に進むよう、
完成度を向上し、普及
を進めること。 

積雪寒冷地における
コンクリート劣化の分
析評価技術の開発 

◯⼯業試験場 
北⽅建築 
総合研究所 

H27 
-29 b b b B

開発した X 線 CT による
分析技術の普及を図り
つつ、実構造体の劣化
評価に必要となる劣化
モデルの構築に継続して
取り組むこと。 

B 

開発した X 線 CT による
分析技術の普及を図り
つつ、実構造体の劣化
評価に必要となる劣化
モデルの構築を進めるこ
と。 

⿂⾙類の加⼯・保存
に伴う「におい」発⽣要
因の解明と抑制技術
の開発 

◯⾷品加⼯ 
研究センター 
中央⽔産 
試験場 
網⾛⽔産 
試験場 

H27 
-29 b b b B

コストなどを意識した実
⽤的な処理・加⼯条件
を明らかにし、技術の普
及拡⼤に努めること。 

B 
コストなどを意識した実
⽤的な処理・加⼯条件
を明らかにし、技術の普
及拡⼤を進めること。 

⽇本海沿岸域におけ
る過去最⼤級津波の
復元 

◯地質研究所 H27 
-29 b b b B

市町村などの地域社会
へ成果を広く公表し、防
災教育への活⽤を図る
こと。 

B 
市町村などの地域社会
へ成果を広く公表し、防
災教育への活⽤を図る
こと。 
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○中間評価（継続課題）    

課題名 担当機関 研究 
期間 

研究評価委員会の評価結果 総合評価
進捗
状況

達成
⾒込
み

活⽤
の可
能性

評
価 意⾒ 評 

価 意⾒ 

保温装備と耐雪性を
強化した北海道型ハ
ウスの無加温周年利
⽤技術の確⽴ 

○上川農業 
試験場 
花・野菜 
技術センター 
道南農業 
試験場 
北⽅建築 
総合研究所 

H29 
-31 b b b B

冬季にどんな品種、品
質の作物を作るのが最
適かの栽培⽬標を明確
に定め、それに必要な室
温・地温を維持できる
無加温制御技術につい
て詳細に検討すること。
また、ハウス温度や⽇射
の影響を加味した積雪
荷重に基づき、耐雪性
の検討を進めること。 

B 

冬季にどんな品種、品
質の作物を作るのが最
適かの栽培⽬標を明確
に定め、それに必要な室
温・地温を維持できる
無加温制御技術につい
て詳細に検討すること。
また、ハウス温度や⽇射
の影響を加味した積雪
荷重に基づき、耐雪性
の検討を進めること。 

道産メロンの冬季供
給を可能とする⻑期
貯蔵出荷体系の確⽴ 

○花・野菜 
技術センター 
⼯業試験場 

H29 
-31 b b b B

栽培から貯蔵、出荷に
⾄る実際の⽣産現場を
想定し、条件の最適化
を図ること。特にメロンの
品質に影響する貯蔵温
度、湿度条件について
より詳細に検討するこ
と。 

B 

栽培から貯蔵、出荷に
⾄る実際の⽣産現場を
想定し、条件の最適化
を図ること。特にメロンの
品質に影響する貯蔵温
度、湿度条件について
より詳細に検討するこ
と。 

⽜⽩⾎病ウイルス清
浄化を⽬指したウイル
ス伝播防⽌技術体系
の構築 

○畜産試験場 H29 
-31 b b b B

ウィルス検出⽅法や各
伝搬防⽌対策、それら
の組み合わせ効果につ
いて詳細に検討し、シミ
ュレーションの妥当性を
検証すること。乳⽣産
量の増加などウイルス清
浄化対策のプラスの効
果も明らかにし、⽣産現
場が積極的に実践でき
る技術体系を構築する
こと。 

B 

ウィルス検出⽅法や各
伝搬防⽌対策、それら
の組み合わせ効果につ
いて詳細に検討し、シミ
ュレーションの妥当性を
検証すること。乳⽣産
量の増加などウイルス清
浄化対策のプラスの効
果も明らかにし、⽣産現
場が積極的に実践でき
る技術体系を構築する
こと。 

⽇本海海域における
漁港静穏域⼆枚⾙
養殖技術の⾼度化と
事業展開の最適化に
関する研究 

◯栽培⽔産 
試験場 
函館⽔産 
試験場 
中央⽔産 
試験場 
地質研究所 

H28 
-31 b b b B

⽇本海における⼆枚⾙
養殖の確⽴に向け、最
適な養殖技術と養殖の
優位性を活かしたビジネ
スモデルの構築に努める
こと。 

B 

⽇本海における⼆枚⾙
養殖の確⽴に向け、最
適な養殖技術と養殖の
優位性を活かしたビジネ
スモデルを構築すること。

カラマツヤツバキクイム
シ被害拡⼤抑制技術
の開発 

○林業試験場 H29 
-31 b b b B

他の研究事例を活⽤
し、北海道におけるキク
イムシの発⽣要因と被
害の拡⼤過程の解明、
抑制技術の効果検証
を⼀層進めること。 

B 

他の研究事例を活⽤
し、北海道におけるキク
イムシの発⽣要因と被
害の拡⼤過程の解明、
抑制技術の効果検証
を⼀層進めること。 
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○中間評価（継続課題）   

課題名 担当機関 研究 
期間 

研究評価委員会の評価結果 総合評価
進捗
状況

達成
⾒込
み

活⽤
の可
能性

評
価 意⾒ 評 

価 意⾒ 

道産広葉樹を原料と
した粗飼料の開発 ○林産試験場 H29 

-31 b b b B

品質を安定化し、製造
コストを低下できるような
製造条件を⾒出すよう
検討を進めること。また、
実験精度に留意して給
餌実証実験を進めるこ
と。 

B 

品質を安定化し、製造
コストを低下できるような
製造条件を⾒出すよう
検討を進めること。また、
実験精度に留意して給
餌実証実験を進めるこ
と。 

⼤型産業機械部品の
メンテナンスに向けた
環境調和型洗浄技
術の開発 

○⼯業試験場 H29 
-31 b b b B

研究終了後の成果普
及を確実なものとするよ
う、状況変化を踏まえて
研究の⽬標及び⽅法を
精査しながら進めるこ
と。 

B 

研究終了後の成果普
及を確実なものとするよ
う、状況変化を踏まえて
研究の⽬標及び⽅法を
精査しながら進めるこ
と。 

ニセコ地域における地
熱構造モデル構築と
地熱資源量評価 

○地質研究所 H29 
-31 b b b B

地域の地熱資源の持
続的利⽤に向け、地熱
を発電に利⽤する場合
における周辺の温泉量
等への影響に留意し、
シミュレーションモデルの
⾼度化を検討すること。
また、地元協議会等へ
積極的に成果を提供す
るなど、成果の普及を⾒
据えて取り組むこと。 

B 

地域の地熱資源の持
続的利⽤に向け、地熱
を発電に利⽤する場合
における周辺の温泉量
等への影響に留意し、
シミュレーションモデルの
⾼度化を検討すること。
また、地元協議会等へ
積極的に成果を提供す
るなど、成果の普及を⾒
据えて取り組むこと。 

道産資材を⽤いた⽊
造⾼断熱外壁の防耐
⽕構造の開発 

○北⽅建築 
総合研究所 
林産試験場 

H29 
-31 b b b B

道産資材の特徴を⽣か
し、他製品との差別化
を意識して開発を進め
ること。 

B 
道産資材の特徴を⽣か
し、他製品との差別化
を意識して開発を進め
ること。 

津波による最⼤リスク
評価⼿法の開発と防
災対策の実証的展開 

○北⽅建築 
総合研究所 
林業試験場 
地質研究所 

H29 
-31 b b b B

実証的展開への道筋を
明確にしながら研究を
進めること。 

B 
実証的展開への道筋を
明確にしながら研究を
進めること。 

※中間評価 1 課題については⾮公表 


